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① ④

② ⑤

③ ⑥

【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

今後の方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

市民へ健康に対する意識向上のため、健康に関することを実施した場合にポイントを付けて、自らの健康を管理する人を
増やし、健康づくりをするきっかけづくりを進めるため、平成２８年度から「健康マイレージ事業」の実施する。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

延べ人数で人口の２０％を市民の参加があった。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

平成２７年度新規事業を除き、前年度比で関わった人数等は増加傾向にあるが、健康展の来場者数を増
加することが課題である。

健康づくりに関して、多くの市民に関わって貰うため、市人口の２０％程度の延べ参加者。

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、東郷町すべて、健康日本２１（第2次）市町村計画を策定し、健康づく
り事業を実施。

実績
C

目標
実績

B
目標

10,900
実績 16,085

25年度 26年度 27年度 28年度

A 健康づくり事業に関わった延べ人数 人
目標

決算 18,237

成
果
推
移

成果指標 単位 区分 24年度

798

人件費(B) 千円 決算 17,439

26年度 27年度

事業費(A) 千円
予算 1,048
決算

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 24年度 25年度

総コスト(A)＋(B) 千円

禁煙外来治療費助成事業 継続

健康展事業 継続

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

市民の健康づくりを推進する。

事業を
構成する
事務事業

健康教育事業 継続 精神保健事業 継続

８５２０運動事業 拡充

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

平成25年度に策定した「健康づくり計画(第2次）」に基づき、健康に対する啓発を目的に健康教育、８５２０運動、健康展事
業、心の体温計及び禁煙外来治療費の助成を実施し、市民の健康づくり事業を推進していく。

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

市民

施策の進め方

まちづくり
行程表

フラッグ

政策分類

基
本
情
報

総合計画

基本方針 人がいきいきとつながるまち

分野別項目 住民の健康づくりを支える

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 健康づくり事業 担当部課 福祉部　健康推進課



事業名

番号 ①

1.事務事業の目的 5.評価

2

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 370 520
決算 291 159

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 150 180
実績 136 196
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

もっと身近に自分自身の健康状態を知って貰い、健康に関する意
識向上に役立つような機器を購入する。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

健康講座で健康に関する知識だけでなく、市民に自分の身
体の状態を知って貰い、講座の受講後に、市民個々の取組
方法が分かる事業を実施する。

参加者数 人

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

健康に関する様々な知識について知って貰い、健康づく
りに対する意識向上を目指す。

効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 健康づくり事業

事務事業名 健康教育事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

「第２次長久手市健康づくり計画」に基づき、市民に対
して市民の健康づくりに関する意識を高めるため、健康
講座を実施する。

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地



事業名

番号 ②

1.事務事業の目的 5.評価

2

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 51 87 108
決算 51 87 100

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28
年度 年度 年度 年度 年度

目標 15 20 20
実績 11 16 21
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 健康づくり事業

事務事業名 ８５２０運動事業

対象
・
手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

「第２次長久手市健康づくり計画」に基づき、「歯の健
康」の領域における取り組みとして、生涯を通じた歯の
健康づくりを進める。８５歳で２０本以上自分の歯を保
つことを達成した市民に表彰する。

項目 評価

妥当性 2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

８５２０運動を広く市民に周知していくことで、歯の健
康が大切であることを認識して貰う。

効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 拡充

７０歳までの対象者であった歯周病検診を平成２８年度から７５歳
を対象者として追加する。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

市歯科医会が実施している「８０２０運動表彰式」と連携を
して、更に「８５２０運動表彰式」を意義あるものとするた
めに、平成２８年度から９０歳になっても自分の歯を２０本
以上保っている市民を対象に表彰式を実施する。

対象者数 人

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地



事業名

番号 ③

1.事務事業の目的 5.評価

2

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 179 202
決算 179 202

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 600 650 700
実績 525 671 635
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 健康づくり事業

事務事業名 健康展事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

「第２次長久手市健康づくり計画」に基づき、様々な年
代の人が多数訪れる「ながくて市民まつり」の機会を捉
え、健康展を開催する。

項目 評価

妥当性 2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

広く市民の健康に対する意識を高めて貰う。
効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

雨天等の天候の状況で市民祭りに訪れる人数が変化する。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

昨年度より愛知医科大学看護学部の協力を得たことによ
り、健康展の事業に協力してくれるボランティアが増えた
ので、更に健康展に多くの人が訪れて貰うような内容を検
討する。

来場者数 人

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地



事業名

番号 ④

1.事務事業の目的 5.評価

2

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 158
決算 158

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28
年度 年度 年度 年度 年度

目標 12,000
実績 15,190
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 健康づくり事業

事務事業名 精神保健事業

対象
・
手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

「第２次長久手市健康づくり計画」に基づき、「ここ
ろ」の領域における取組として、「こころの体温計」シ
ステムを導入し、市民が携帯電話やパソコンから、いつ
でも、どこでも、気軽にストレスや落ち込み度をセルフ
チェックできるようにする。

項目 評価

妥当性 2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

自分自身のこころの状態を自分自身で把握して貰う。
効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

市広報等で、市民がもっと定期的にアクセスできるように普
及活動の方法を検討する。

アクセス延べ数 人

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地



事業名

番号 ⑤

1.事務事業の目的 5.評価

2

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 300
決算 179

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 60
実績 52
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 健康づくり事業

事務事業名 禁煙外来治療費助成事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

第２次長久手市健康づくり計画に基づき、「たばこ・ア
ルコール」の領域における禁煙に取り組みやすい環境づ
くりの具体的な対策として、市民に禁煙に向けた取組を
支援する。

項目 評価

妥当性 2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

市民の禁煙に向けた取組を支援することで、生活習慣
病、がん予防対策等を推進する

効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

平成２８年４月から医療保険の適用範囲が、喫煙指数（２００本
＝１日吸う本数×年数）が廃止になる。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

平成２７年度は、５２人が事前に申請し、達成者が２０人
であったが、今後、達成者にアンケートを取りながら事業
内容について検討する。

申請者数 人

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地


